
ＮＰＯ等からの協働事業提案（新しい公共の場づくりのためのモデル事業分）

平成２４年度中間報告書

１ 事業実施内容

事業名
ＮＰＯがつなぐ地域と学校連携プロジェクト

～教育ＣＳＲのネットワークつくり～

事業実施主体名 特定非営利活動法人a trio

事業概要

当NPO法人は、中学校・高校等「働くこと」への意識が培われる学校教育現場と、

教育現場との接点が少ない地域の中小企業、地域社会を結ぶコーディネート事業

を行う。

当法人は、それら互いの課題を解決するための橋渡しとなる事業を長期的に行う。

※キャリア教育…「キャリア概念」に基づいて、「児童生徒一人一人のキャリア発

達を支援し、それぞれにふさわしいキャリアを形成していくために必要な意欲・

態度や能力を育てる教育」。端的には、「児童生徒一人一人の勤労観、職業間を育

てる教育」（文部科学省）

平成23年度 －
委託額

平成24年度 2,500,000円

●協働事業参加組織

三重県教育委員会事務局 高校教育課 キャリア教育グループ

三重県雇用経済部 雇用対策課 若者就労支援グループ

三重県健康福祉部子ども・家庭局 子どもの育ち推進課 次世代育成グループ

【連携部局】

三重県環境生活部男女共同参画・ＮＰＯ課 ＮＰＯグループ

三重県地域振興部「美し国おこし・三重」実行委員会

●会議の実施状況

実施月日 会議の議題

４月１１日 第１回キックオフ会議 アスト津 １３時～１７時半

４月２５日 第２回会議 県庁１４時３０分～１５時３０分

５月１４日 関係部署ﾈｯﾄﾜｰｸ会議 県庁１３時～１６時まで

５月２５日 関係部署ﾈｯﾄﾜｰｸ会議 県庁７階

６月４日 関係部署ﾈｯﾄﾜｰｸ会議 １３時半～１５半時まで

６月１９日 関係部署会議 １４時～１６時半 県庁食堂内

７月２０日 第一回拡大会議

１３時半～１６時半 吉田山会館特別会議室

８月３日 第二回拡大会議 津庁舎６Ｆ １３：００時～１５：００時

８月７日 受入企業説明会＆研修 １３：００～

８月１６日 第三回拡大会議 議会棟３階１３１１４：００～

８月１８日 三重チャレ事前研修

マルチステーク

ホルダー（会議

体）の取組状況

８月２１日～２４日 三重チャレ実施 企業訪問

整理番号



８月２４日 高校生＆大学生 振り返り １３：００～

９月１日 三重チャレ発表会

9 月３日 「三重チャレ」ホームページにて公開報告

９月１４日 「三重チャレ」振り返り全体会議

９月２４日 関係部署ネットワーク会議 今後の方針決め

取組内容

●これまで取り組んできた内容

キックオフ会議での協働事業との顔合わせで、地域の中小企業、地域社会を結ぶ
コーディネイト事業の必要性や目的について、話し合いを進める中で、皆のビジョン
の共有が始まり、ヒアリングをしていく為にもまず、「三重チャレ」を実施してみよう、と
いう機運が醸成され、９月１日の「三重チャレ」発表会に発揮された。
また、三重チャレを実施することで、協働事業としてのネットワークも強固なものにな
ったと思われる。

●当初（採択時）に計画していた内容から変更したこと

当初は、企業に対してはトリオはすでにネットワークを構築しているため、学校教育
現場である学校のヒアリング作業に時間がかかるものと思われていた。計画では、そ
こに重点がおかれていた。
キックオフ会議から、何度も関係部局のネットワーク会議を進める中で、協働事業組
織の県教育委員会の情報提供もあり、実際に地域資源を活用した教育ＣＳＲの事例
を実施してみようと、「三重チャレ」実施が決まり、計画が進められた。
その上で、９月以降に「三重チャレ」の事例を元に、企業、学校、地域組織に対して
計画にあるヒアリング作業を実施していく。
また、計画にあった冊子の作成は、より恒久的なものにしようとの話し合いで、ホーム
ページとしてより広報力のあるものとした。

http://kyoiku-csr.com/index.html

（キャリア教育 三重、教育CSR 三重で検索）

講演については、９月３日実施の子ども・家庭局主催行事における「三重チャレ」の
事例発表を始め、県教育委員会主催行事において事例発表の予定である。

●現状の成果と課題

上記会議の実施などを経て、皆で手分けして精力的に動き、１５社の参加企業、９名
の参加高校生で、スタートすることができた。

８月７日の受入企業説明会＆研修
８月１８日の三重チャレ事前研修
８月２１日から２４日の三重チャレ実施
８月２４日の高校生振り返り
９月１日の三重チャレ発表会実施

までの一連の動きは、関係部局の協力がなければなしえなかったし、また協働事業
ならではの効果もあった。
たとえば、
１、 企業開拓においてはトリオの強みである企業との信頼関係の上でプログラム設

計をお願いでき、今までにない形での高校生へのインターンシップが構築でき
た。



２、雇用経済部の発信で、公立高校以外（民間の高校）への情報提供もあり、参加高
校生の多様化を生んだ
３、子ども・家庭局との協力で、事例報告として事業の発信ができた

４、県教育委員会の全面的なバックアップ体制の元で、高校生の安心安全が確保で
き、また進路指導の先生方との連絡体制もとれた

その他、県の他部署のバックアップも得られ、事業を進めることができた。

今後（平成24年

度下半期）の

取組予定内容

今後下半期で、計画通り、学校、企業、地域社会に対して、ヒアリングを実施し
２５年度以降の教育ＣＳＲ事業の活動継続のための広報活動を強化する。

９月４日には、子ども・家庭局さん主催の次世代ネットワークにおいて事例発表
させていただいた。

９月１４日には、三重チャレの全体振り返り会議を県庁で行う。

今後は１５社の企業さんには、今後も地域教育に参画していたきたいので、
教育ＣＳＲのＨＰへの掲載を始め、今回の事業の取組の広報活動をしていく。

また県教育委員会からの依頼で各種会議において、「三重チャレ」の事例発表を
行う予定である。

教育ＣＳＲホームページの拡充に努める。

平成25年度以降

の見通し

平成２５年度以降は、

１、教育ＣＳＲ事業への関係各部署から委託を目指す。

２、広域公募型高校生インターンシップ事業「三重チャレ」を継続して行うために
企業からのＮＰＯへの会費、寄付を募りＮＰＯ法人a trio の基盤強化を目指す。



２ 成果の達成状況等

平成24年度に
達成しようと
する成果

①選定地域において学校と地域社会の連携人的ネットワークが構築されている。
（次年度に向けての会議開始）

②冊子の完成、事例紹介・・・・・教育ＣＳＲのＨＰ作成 三重チャレ ﾘｰﾌﾚｯﾄ作成
③講演会により教育CSRの概念の浸透が図られる・・・・三重チャレ発表会

項 目 当初目標設定
９月末日の

達成状況

平成25年 3月末

達成見込み

①訪問および会議人数
目標値（100名）
/ 現状（0）

全体会議、１３回
人数 延べ ５００
人

②配布先数
目標値（500部）
/ 現状（0）

２００部配布

③集客人数
目標値（100名）
/ 現状（0）

８０名

●成果指標の達成状況

教育ＣＳＲのＨＰアップ
「三重チャレ」ﾘｰﾌﾚｯﾄが完成
三重チャレ発表会が開催

① ネットワーク構築については、大きなもので１３回の会議、その他の打ち合わせも入れたら
無数の会議を経て協働事業間でのビジョンの共有、活動の進行を進めてきた。
今後もネットワークは広げていく予定である。

② ﾘｰﾌﾚｯﾄは参加企業１５社の写真を始め、三重チャレの写真を多数使用したため、よい広報
ツールとなっている。今後も使用を進めたい

教育ＣＳＲの新しいＨＰを作成した。

③ 講演会でなく、三重チャレ発表会という形で成果発表をした。

企業、行政、ＮＰＯ、学校、保護者等、多様な主体の集まる地域教育の実践事例となった。

高校生にとっても、一歩踏み出すチャンスの場となった。

●課題 および その改善方針

具体的な指標
の達成状況等

今後は、県教育委員会、子ども・家庭局、雇用経済部など、今回の協働事業とのネットワークの
持続継続を目指し、今後も実践事例を増やしていくつもりである。

ヒアリングは関係部局で、企業、学校、地域の様々な主体に対して行っていく。

企業開拓も進め、１５社から３０社～５０社規模に増やしていく。

教育ＣＳＲのＨＰの充実に努める。

「三重チャレ」は継続しなければ意味がないので、２５年度も実施できるよう関係企業、関係部署
に働きかける。

評価ランク現状の

自己評価 □Ｓ：特に優れた成果が得られた □Ａ：優れた成果が得られた

☑Ｂ：一定の成果が得られた  □Ｃ：限定的であるが成果が得られた □Ｄ：成果が得られなかった 

（該当する評価にチェックを付けてください）


